
　本校は開校準備中の2002 年から IB
教育に着目し、これを取り入れようと
考えていた。そのため開校時から
MYPを導入し、中学1年生から高校
1年生の生徒全員に、IBの規程に則っ
た教育・評価を実施している。英語に
よるDPの導入も実は2年前から検討
していたので、今回、文部科学省の提
言を受け、「日本語DPを国内に定着
させ、多くの高校で導入できるように
する研究が必要」と認識し、日本語
DPの導入へと方向を修正した。
　本校は、2013 年 10月に日本語DP
認定校の申請を行った。1年以上前か
ら教員が集まってDP作業部会をつく
り、カリキュラムにDPの科目をどう
位置付けるかを話し合ってきた。内部
的には学習指導要領とのすり合わせも
進んでいるし、国内・海外への大学進
学が予想されるため、双方の受験に対
応する方策も考慮している。
　日本語DPの実施により増える授業
時数に関しては、長期休業期間を活用
した特別授業や集中講座の実施、7時
限、空き時間の利用を考えている。特
別授業はDPクラス以外の生徒も受講
できるしくみを検討中である。
　IB認定校間での授業交換システム

も模索中である。例えば、「化学」の
授業をA高校では英語で、B高校で
は日本語で行う場合、両校のDPクラ
スに所属する生徒は、どちらを履修し
てもよいというシステムである。
　順調に進めば、本校は 2015年 4月
に認定を受け、2016年 4月に、高校2
年次からのDP教育をスタートさせ
る。DPへの準備期間として、高校 1
年次の 1年間をいかに充実させるか
が、DPにスムーズに対応できるかど
うかのカギになると考えている。

　IB教育は、数値としての結果より
も課題発見から解決に至るプロセスを
重視した教育である。そのため成績の
評価が難しく、教員にかかる負荷が大
きくなるだろう。
　本校のMYPコースでは、はじめ
に、教員が生徒に単元の評価項目につ
いて提示する。教員は、単元途中のレ
ポートや終了時のテストを基に、観点
別の評価を行う。生徒が評価に納得で
きない場合、双方で話し合う場を設け
ている。学期末には単元ごとの評価を
基に最終評価を行い、学年最終評定
は、学期ごとの評価を総合する。
　今のところDP専任の教員を新たに

雇用する予定はないので、今いる教員
に IB教育の考え方を伝え、それぞれ
が「どういう考え方で授業を進めるべ
きか」を意識すれば、DPへの対応が
可能と考えている。
　現在、東京学芸大学に IB教育を実
践できる教員養成のカリキュラムを組
んでもらいたいと提案し、同時に、本
校でもそうした実習生を受け入れたい
という申し入れも行っている。今後、
国内で教員養成に取り組む大学が多く
出てくることを期待している。
　DP認定に向けて、さらに多くの課
題が予想される。1クラス 15人を予
定しているが、生徒の選抜方法はまだ
検討中である。重要なのは、認定をめ
ざす学校間での課題と情報の共有であ
る。そのための連絡協議会はすでに発
足しており、定期的に問題を共有し、
解決策も見いだしている。
　日本語DPの認定校が増えることに
より、生徒の質は間違いなく変化する
だろう。早くから国際社会を意識し、
プロセス重視で評価されてきた高校生
が国内の大学をめざすようになると思
われるが、こうした生徒に対する門戸
は大学側からしか開けない。DPスコ
アを単なるAO入試のデータの一つと
して見るのではなく、そこにたどり着
くまでの過程を評価する入試のあり方
を検討していただきたいと思う。

29

　国際教養学部では2013 年度の春学
期入学者から、DP資格取得者（取得
予定者）の出願を受け入れている。入
学希望者には出願理由を述べたエッセ
イと高校教員からの推薦状3通を提出
してもらい、DP修了試験のスコアと
TOEFL の得点などを加味して、総合
的に合否を判断している。秋学期を含
め、これまでの入学者選抜で、合計
109 人（うち日本人76 人）の出願があ
り、65 人を合格とした。
　DPの修了成績を入試に取り入れた
のは、国際標準のスコアを使って選抜
できるからだ。IBは世界で広く認め
られている。本学部に所属する外国人
教員の間ではDPに対する評価が高
く、出願資格とすることに好意的な意
見が多かった。彼らの子どもの多くが
IBのプログラムを受けており、教育
内容を評価しているからだ。
　DPはヨーロッパやアジアで広く実
施されている。アメリカの共通テスト
であるSATやACT を受験しないこ
れらの地域からも、優秀な学生に入学
してもらいたいという意図もあった。
　これまでの選抜を通して、問題点も
見つかった。DP認定試験は11月に実
施され、2月頃に修了成績が発表され

る。そのため、我々は高校が出す予想
修了成績（Predicted Grade）を使って
判断することになる。ところが最終的
な修了成績と予想修了成績のスコアが
かけ離れているケースが何度かあっ
た。その学生は入学後に授業について
いけず苦労していると聞いている。国
や地域によってはこうした傾向がある
ようなので注意したい。
　今後、日本語DP認定校が拡大すれ
ば、海外の大学に進学する生徒も増え
るだろう。厳格な評価をしなければ、
国際的な信頼を損ないかねない。

　国際教養学部の学生は、日本の高校
卒業者が2割程度で、そのほかは帰国
生と留学生である。帰国生はディス
カッションに慣れているが、日本の高
校を卒業した学生は発言に消極的だ。
しかし、韓国や中国からの留学生は積
極的に発言する。同じアジアの学生が
英語で議論するのを見て、日本人学生
も刺激を受け、授業中、さらには授業
外での議論に参加するようになるケー
スが多い。
　国籍や価値観など、異なるバックグ
ラウンドを持つ学生が集い、議論を交
わし、学びを深めていく。そのために、

本学部はさまざまな国から学生を受け
入れ、多様性を確保している。このよ
うな環境で学ぶには、語学力と主体的
な学習態度が求められる。
　日本語DP 認定校を5 年間で200校
まで増やすという方針には、教員の養
成が間に合うのかという点で疑問が残
る。だが、期待も大きい。
　今後はこれまで以上に、ビジネスや
政治の場で、英語で交渉できる人材が
必要になる。高校の段階で英語による
ディスカッションを数多く経験できる
利点は大きい。また、生徒に主体性を
身に付けさせるという意味でも、日本
語DPの導入には意義がある。
　先日、ある講演会で「学生は、与え
られた課題について、大学以外で考え
ている時間がどれくらいあるか」とい
う学部ごとの統計を目にした。課題に
向き合う時間が最も長いのは美術系の
学部という結果だった。
　私は美術大学で教えることもある。
自分と異なる価値観を持つ相手と積極
的に議論をするし、授業外でも与えら
れた課題や自らの作品のことを考え続
ける、といった学生が確かに多い。大
学での学びを常に自分のこととして捉
えているのだ。これこそ、主体的な学
びだと思う。私は、日本語DPの教育
によって、このような学生が増えるこ
とを期待している。

　

プロセス重視の教育を実現する
カリキュラムの策定と教員養成

DPの教育を受けた学生に
さらなる成長を促す大学の役割
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教員による作業部会で
カリキュラムを策定

国際標準のDP資格を
出願資格に採用

評価はプロセスを重視
観点を事前に提示 主体的に学ぶ学生が

増えることに期待

＊MYP（ミドル・イヤーズ・プログラム）は、11～16歳を対象とした、それまでの学習と社会のつながりを学ばせるIBプログラム。

上智大学国際教養学部（前：比較文化学部）は、
1949年創立の国際部をルーツに、多くの帰
国生、留学生を受け入れ、英語による学士課程
教育に取り組んできた。今後、DP資格取得者
が増えることへの期待と問題意識を聞いた。

上智大学
国際教養学部長

林 道郎
はやし・みちお
東京大学文学部卒業。コロンビア大学で修士、博士
の学位を取得。専門は美術史および美術批評。2013
年から現職。

東京学芸大学附属国際中等教育学校は、国際
社会の最前線で活躍する人材の育成をめざし
2007年4月に開校。開校時からMYP＊を全
校で取り入れている。2015年に日本語DP認
定をめざす同校の、検討状況と課題を聞いた。

東京学芸大学附属国際中等教育学校
主幹教諭

赤羽 寿夫
あかはね・としお
東京都の公立中学校、現任校とその前身である東京
学芸大学附属大泉中学校で生物を担当。現在、日本
語DP担当。

インタビュー

高校から

インタビュー

大学から

国際バカロレア認定校200校が高校・大学に与えるインパクト特別企画


